
南部駒踊（立崎） 

 

 

指定区分 市指定文化財 

種別 市無形文化財 

名称 南部駒踊（立崎） 

所在地 十和田市大字立崎 

保護団体 南部駒踊立崎保存会 

指定年月日 昭和 40 年 10 月 8 日 

概要 

立崎の南部駒踊は、江戸時代中期に伝えられたといわれている。当

時、南部藩では馬を自然放牧しており、この野馬を捕らえることは容

易ではなかったため、多数の若者が集められた。これに選ばれること

は名誉あることであり、若者たちは盛装して参加したことが駒踊の起

源とされている。芸能の構成は、庭入り、直り駒、引返し駒、休み駒、

進み駒、三方講子、庭引き（「庭入り、直り駒、引き返し駒、進み駒、

休み駒、横ばね駒、三方荒神、乗り違い、まわし駒、庭引き」の順序

で踊られる。 

また、駒踊のほかに附舞として「剣舞」があり、これは藩の馬事役

人の立会いを舞にしたものといわれている。9 月の立崎八幡宮の例大

祭に奉納されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 


